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１．はじめに 

 隣国の韓国や中国と比較して、日本のキャ

ッシュレス決済比率は、非常に低い（韓国

96.4%、中国 65.8%、日本 19.8%、2016年）。

消費税の増税（2019年 10月 1日）に伴い、

政府のキャッシュレス政策も進行しており、

日本は現在、キャッシュレス決済普及の過渡

期である。そこで、本研究では、若者のキャ

ッシュレス決済に対する意識について、明ら

かにする。 

 

２．目的 

 先行研究では、若者はキャッシュレス決済

を受け入れやすいとされている。しかしなが

ら、体験的には、若者が普段利用している決

済手段は、主に現金である。そこで、本研究

では、「果たして若者は、キャッシュレスを受

け入れるのか」をリサーチクエスチョンとし

て、「新しいものが好きな若者はキャッシュレ

ス合意する」との仮説を検証した。本研究の

目的は、若者のキャッシュレス決済に対する

意識について明らかにすることとする。 

 

３．内容と方法 

 金沢大学、金沢大学院、北陸大学、金沢星

稜大学にて、707人を対象に、アンケート調

査を行った。アンケート調査結果のデータを

Rで分析する。 

アンケート調査の質問項目から、キャッシ

ュレス決済に対する賛否について、賛成・ど

ちらかというと賛成：1、どちらかというと反

対・反対：0という二項変数を作成し、被説

明変数とした。また、先行研究を参考に、説

明変数を 15項目設定し、ロジスティック回帰

分析を行った。モデル式は、以下の通りであ

る。 

𝑦 =
1

1 + 𝑒−(𝛽0+𝛽1𝑥)
 

𝑦 ∈ {0,1}:被説明変数 

𝑥:説明変数 

β:回帰係数 

 

４．結果と考察 

表 1：ロジスティック回帰分析結果（N＝425） 

結果は、表 1の通りである。現金派度とキ

ャッシュレス派度、新規性について、統計的

に有意に正となる結果が得られた。また、最

も利用する買い物先が、コンビニやスーパー

である人の方が、キャッシュレス決済を受容

していないという統計的有意に予想とは反対

の結果が得られた。コンビニやスーパーは、

利用できる決済手段が多く、キャッシュレス

決済が行われやすいとされる。この原因とし

て、都会と金沢との地域よる違いが推測され

る。そこで、金沢市、石川県、東京都、福岡

県の 1 ㎢あたりのコンビニエンスストア（大

手 3 社）の店舗数を比較した。金沢市の 1 ㎢

あたりのコンビニの店舗数は、東京都全体の

2 割弱と非常に少ないことが分かった。この

ことが、金沢の若者の決済行動に影響を与え

ているのではないかと考えられる。 

 

５．おわりに 

 本研究は、地域限定的なため、調査地域の拡

大などを今後の課題とする。 
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